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　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　　　　　ヰ
計
　　｝・・（・・…） 556（100．0）65（100。0）1　3S’（10◎．0）316（100，0）42（100．0）
数字は人数を，（）内はパーセントを，＊印はま群と2群および3群間の有意性（P＜0．05）を，
＊＊；P＜0．01をそれぞれ表わす，
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　健康，体力の保持増進のために実行しているものは（表5－1），男子では，「運動不足にならない
ようにする」，「食事の質や蓋莚に注意する」，「睡眠時間に注意する」，「たばこをさける」に1群，
2群，3群ともに多く，1群ではそれぞれ33％，2296，14％，13％，2群に20％，17％，20％，
14％，3群に14％，ユ7％，17％，17％であった．また，1群の「運動不足にならないようにす
る」，2群の「規劉的な生活をする」，3群の「過労をさけ積極的に休養する」と思っている者
は，他の群に比べいずれも高く，有意な差を示すものが少なくなかった．
　女子では，男子とほぼ閲じ傾向を示し，1群のr運動不足にならないようにする」，2群の「食
箏の質や量に注意する」，「睡眠時聞に注意する」，3群の「睡眠時間に注意する」に最も高い傾向
を示した．
　男女別にみると，女子の頻度は，1群では「睡眠il寺聞に注意する」，「規廻的な生活をするあ2
群では「食事の質や量に注意する」，3群では「睡眠時闇に注意する」に，男子に比べ高い傾向を
示したが，その他の項羅では，男女聞に大差はなかった．
　健康，体力の保持増進のために，新しく実行（表5－2）しよいとするものをみると，男子では，
「生活を規剛的にする」，「睡眠時間に注意するあ「食事の質や量に注意する」，「運動不足になら
ないようにする」が上位を占め，1群ではそれぞれ34％，18％，12％，8％，2群が25％，13％，
表5－2　これから健康・体力の保持増進のために薪しく実行したいものについて
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数字は人数を，（）内はパーセントを，＊印は1群と2群および3群の膚意性（pく0．05）を，
＊＊’＊：p〈0．001をそれぞれ表わす．
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1496，24％，3群が23％，11％，22％，23％であった．
　女子では1群の「睡眠時闘に注意する」を除いて男子の項霞とほぼ同じであった．すなわち，
1群ではそれぞれ37％，0％，23％，23％，2群が25％，12％，12％，33％，3群が2596，6％，
25％，28％で，男女ともに各群間に大差は認められなかった．
考 察
　運動および栄養調奮を健康状態と体力の自己認識別に比較した結果，次の点が明らかとなった．
　1）運勤（活動鍛）程度の自己認識では，男女ともに各群によって頻度は異なるが，とくに
「満足」と思っている考は，男子では1群に53％，2群に15％，3群に6％，女子ではそれぞれ
37％，6％，10％であった．すなわち健康状態や体力が不十分な者は，運動（活鋤量）も不十分
であるといいうる．
　2）運動（スポーッ濡動）の実施頻度では，男女ともに，1群が最も多く，2群，3群が続き，
男子ではそれぞれ73％，29％，17％，女子では69％，21％，10％であった．すなわち健康状態や
体力が不十分な者は，運動（スポーツ活動）を実施している者が少ないといいうる．
　3）栄養の摂取評点は，男子では1群が最も；葛く，2群，3群の順で，とくに各食品の毎欝の
摂取率においても1群が他の群よりも高い植を示した．女子では，2群が最も高く，ついで1群，
3群の順であった．また，3群では，「毎繍朝食をたべている」という害拾は他群に比べ少なく，
逆に「インスタント食品をよくたべる」という割合が多い点に注霞された．
　このように各群闘の運動および栄養の摂取状況は男女ともにかなりの違いが認められたが，健
康状態と体力の自己認識によって分類したグループとの関連に最も注目される結果は，男女とも
に3群では（健康状態はあまり丈夫でなく，体力がない方という群），①運動（活動量）程度に
「不満」を訴える者が，男子69％，女子65％を数えたこと，②運動（スポーツ活動）を「全くし
ていない」という者が，男子52％，女子60％にも達しているeと，③栄養の摂取評点が最も低く，
男子では，食瀦の摂取頻度の殴れが著しく，女子では，朝食の欠食者が多く認められたこと，な
どがあげられる。
　昭和55年の体力・運動能力調査報告書li）によると，18－20歳の大学生では，逓当り31三1以上ス
ポ～ツ活動を実施している者は，男子24％，女子18％で，逆に全くスポーツ活動を実施していな
い港は，男子11％，女子18％となっているが，本調査の定期的なスポーツ活動を実施している者
および全くスポーツ活動を実施していない者では，男女ともに前者は1群および2群に，後者は
2群および3群に大きく上回り，とくに1群および3群に著しくなっている．運動クラブ員の活
動量は，非運動クラブ員に比べ著しく多く，8）運動クラブ員の体力は非運動クラブ員に比べて著
しく異なっていることはよく知られているが，田常生活中の活動量を高めることは，体力の保持
増進のためには不可欠な要因の1つと考えられる。この点，本調査の3群では，運動（活動騒）
程査度に訴えた「不満」は恐らくスポーッ活動の実施頻度が少なかったことに起國してあらわれ
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た現象といえよう．
　しかし，健康，体力の保持増進のたあに実行しているもの，あるいは新しく実行しようとする
ものをみると，「運勤不足にならないようにする」，「生活を規刷的にする」，「食事の質や量に注
意する」，「睡眠時間に注意する」など，運動，生活サイクル，栄養，休養への関心が上位を占め
たことになるが，それらの頻度は，男女ともに半数程度で，とくに各群間に大差は認められなか
った．すなわち，「運動不足にならないようにする」という身体活動への積極性は男女ともに高
率で，男子では37－44％，女子では40－48％であったが，とくに3群では，男子37％，女子40％
にすぎない．この頻度は，さきの運動（活動量）程度に「不満」およびスポーツ活動を「全くし
ていない」と訴えた割合に比べて，男子では15－3296，女子では20－25％低く，なお消極的な様
槽を男女とも示している点に注厨される．
　一方，大学生の食生活の乱れは，健康状態にさまざまな影響を及ぼしていることは，多くの研
究者によって指摘されている．著老9）が男子学生に調査した結果では，3縫間とも1疑3園の摂
食者（標準摂食者）は50％で，残りの大多数は2園の撲食が，！ff以上に及んでいること，2圏
の摂食者は標準摂食養に比べて，起床時刻が遅く，睡眠時間は長いことを認めている．鈴木ら，7）
奥山ら，5）門田，3）香川ら2）によれば，朝食の欠食者に自覚的疲労症状の訴えが多く，栄養の摂取
量や活動量なども少ないことを報告している。本調査の朝食の摂食状況をみると，「時時」，「い
いえ」を合わせた頻度では，努子の1群が49％，2群43％，3群49％，女子ではそれぞれ19％，
1996，45％を数え，朝食の欠食老は男子の1群，2群，3群および女子の3群に相毫数存在して
いることになる．
　しかし，本調査における朝食の欠食状況が健康状態および体力にどのように影響したかを判定
することは妥当ではないが，健康，体力の保持増進のために実行しているもの，あるいは薪しく
実行しようとする休養，栄養，生活のサイクルなどの項譲が上位にあることを考えると，覇食の
欠食は，健康，体力の増進に何らかの影響を及ぼしていると考えられる．
　以上のように，各群間の運動の実施および栄養の摂取状況の様相は，かなり異なっていること
が明らかとなったが，これらは学生の健康，体力の保持増進にかかわる重要な闘題でもある．し
たがって3群では男女ともにB常生活の活発化と食生活の改善をはかることが必要であろう．
要 約
　大学生男女810名（年齢18－22歳）を封象に，健康および体力の露己認識によって分類したグ
ループと運動および各食品の摂取とが，どのような関係にあるかを知る1的で，健康，体力，運
動，栄養調査を実施した。
　健康，および体力の自己認識による分類にあたっては，健康状態が非常に丈夫で，体力はある
方という者を1群，上記の両巻が普通という者を2群，健康状態があまり丈夫でなく，体力はな
いという者を3群とした．
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　健康および体力に不満を訴えている者は，スポーッ活動の実施頻度が少なく，食生活に乱れて
いる傾向がみられた．また，健康および体力の保持増進のために，とくに実行しようとするもの
に，運動，栄養，休養，規則的な生活などが上位を占めたが，各群間にほとんど大差が認められ
なかったことを考えると，3群には，食生活の工夫と，身体運動を積極的に行うことが必要であ
ろう．
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